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Ⅰ．はじめに
　高齢化の進展等に伴う疾病構造の変化を踏まえ，
医療の高度化や医療法の改正によって在院日数が短
縮されている1）。医療をとりまく環境は大きく激し
いうねりの中にあり，患者・住民の命と健康を預か
る医療現場における保健医療従事者の働き方は負担
増となっている2）。これまで保健医療従事者の健康
管理は，個人の責任にゆだねられてきた。しかし，
保健医療従事者が，労働安全衛生の対象であること
はいうまでもない。労働者の健康と安全を守る活動
を行う産業看護職の認知度は低く，全国的に産業看
護職を配置している医療機関は 5％にも満たない3）。
さらに，医療機関の看護管理者によると，「産業看
護職による産業看護活動に対する必要性が理解され
ていないこと」や「安全衛生体制が十分整っていな
いこと」が，阻害要因となっている4）。
　入職 2 年以上 6 年未満の臨床看護職は，「作業環
境の改善」，「感染対策」において，産業看護活動に
対する期待をもっていることが明確である5）。保健
医療従事者である薬剤師，臨床検査技師，理学療法
士，放射線技師等といった職種は，看護職とともに
チーム医療において連携をとる職種である6）。多職
種は，看護師とともに感染防止対策チームや医療安
全対策チームなど多くの活動をしているが，職種を
超えて連携・協働することの困難さの指摘がある6）。
看護職との関係性において，相互の理解が十分とは
いえない環境があると思われる。
　しかし，産業看護職は，医療機関において職員や
保健医療従事者の健康管理，環境調整やメンタル面
での支援等労働環境調整を担い，快適な環境づくり
への活動を行っている7）－8）。保健医療従事者が働く
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職場の整備や業務上の危険から守るための労働安全
衛生において，日本看護協会ではヘルシーワークプ
レイスの実現を目指した取り組みが公表されている
9）。保健医療従事者の健康を取り巻く問題，産業看
護活動に対する期待を明らかにすることは，医療機
関において産業看護活動を推進する上で意義がある
と考える。さらに，産業看護職が産業看護活動を実
践することによって，保健医療従事者の安全と健康
が確保され，質の高い保健医療サービスを提供でき
る面においても医療への貢献ができると考える。　　
　本研究は，医療機関で働く保健医療従事者の中で
も特に看護職とチーム医療を協働する薬剤師，臨床
検査技師，理学療法士，放射線技師の 4 職種に対し
て，健康や業務に関連する問題，産業看護職による
産業看護活動への認知および期待を明らかにするこ
とを目的とする。
Ⅱ．研究方法
　
1．研究デザイン，方法
　研究デザインは，因子探索型研究デザインで，研
究方法は，自記式無記名質問紙調査法による郵送法
とした。
2. 調査手順，調査対象者
　調査対象の医療機関は，全国100床以上の一般病
院で，平成24年度全国実態調査において調査協力の
意思表明を頂いた233医療機関のうち無作為に50医
療機関を抽出した。調査対象者は，当該医療機関で
働く保健医療従事者のうち，薬剤師，臨床検査技師，
理学療法士，放射線技師を対象とした。研究協力依
頼文書の送付先は，医療機関の病院長および看護部
長宛とし，医療機関の研究協力の同意書を書面で得，
研究協力者名と調査対象者の薬剤師，臨床検査技師，
理学療法士，放射線技師の実数の返信を依頼した。
　その後，必要部数の質問調査票を研究協力者に送
付し，調査対象者に配布を依頼した。研究参加は自
由意思とし，調査票の回収は，返信用封筒による郵
送法とした。調査期間は，交代勤務があることも考
慮し10日間程度とした。
3．研究期間 
　研究期間は，平成 27 年 12 月 1 日より平成 28 年
3 月 31 日迄とする。
4．主な調査内容
　基礎情報は，職種（資格）・経験年数・年齢・性別・
医療機関の開設者と病床数とした。調査内容は，「保
健医療者の健康および業務に関連する問題」，「健康
管理についての考え」，「医療機関の産業看護職によ
る産業看護活動の認知と期待」とした。
　調査項目の評価基準は，項目ごとにあてはまるも
のを，0 ＝ほとんどない（思わない） 　  1 ＝すこし
ある（思う） 2 ＝まあまあある（思う）　3 ＝かなり
ある（思う）  4 ＝非常に多くある（そう思う）の 5
件法によるリッカート尺度を用いた。
　得られたデータは，178人であった。データ分析
方法は，SPSS　V20　にて集計を行い質問紙調査項
目に沿って，実数，割合（％），平均値，標準偏差（SD）
を算出し単純集計を実施した。保健医療従事者間の
健康問題の比較は分散分析で分析後，多重比較
（Tukey 法）を行った。自身の健康問題と産業看護
活動への期待は相関分析を行い，有意水準は 5％未
満とした。
5．用語の操作的定義
　産業看護活動とは，労働者の健康と安全を守る活
動のことをいう。
　産業看護職とは，事業者・労働者双方に対して，
看護の理念に基づいて，組織的に行う，個人・集団・
組織への健康支援活動を専門とする看護職をいう。
6．倫理的配慮
　調査対象の医療機関の病院長宛の依頼文書には，
研究課題，研究目的，研究方法，調査対象者，調査
内容，倫理的配慮を明示し，調査票を添えて研究協
力を依頼した。研究協力の同意は，同意撤回の自由
を保障し同意撤回書を書面にて得た。
　調査対象者には，調査票に研究課題，研究目的，
研究方法，調査内容，所要時間，倫理的配慮，研究
代表者名，問い合わせ先，研究参加の任意性を明示
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して研究協力を依頼した。研究参加の自由意思を保
障し，辞退した場合でも不利益を被らないことや同
意撤回は，回収箱に入れるまでとし，その後は撤回
できないことや返信をもって同意を得る旨を記載し
た。また，人権擁護および情報保護を遵守し，収集
したデータはコード化し，解析等やデータ・資料は
厳重に管理し，機密の保持に努め，回収した調査票
は研究代表者の研究室の保管庫に保管した。データ
解析に使用するパソコンは，インターネットにオフ
ラインとし，研究終了後のデータは，A 大学研究倫
理規定に基づき10年間保存した後に廃棄するとし
た。研究成果の公表は，個人の匿名性を遵守し，調
査結果は，研究参加者の知る権利を保障し，誠実に
対応し要望があった場合は提供するとした。研究は，
A 大学研究倫理委員会の倫理審査を受審後（承認番
号，90）開始した。
　
Ⅲ．結果
1．調査対象者の基本的属性（表 1）
　協力は 9 医療機関から195人得られ，178人から回
答が得られた（回収率 91.3％）。
表 1　調査対象者の基本的属性 n 178
資格 人数 割合（％）
薬剤師 40 22.5
臨床検査技師 40 22.5
理学療法士 61 34.3
放射線技師 32 18.0
不明 5 2.2
勤務形態 人数 割合（％）
常勤 172 96.7
非常勤 4 2.2
不明 2 1.1
開設者分類 人数 割合（％）
国 3 1.7
公的医療機関 111 62.4
社会保険関係団体 6 3.4
医療法人 18 10.1
その他 37 20.8
不明 3 1.7
性　別 人数 割合（％）
男性 102 57.3
女性 74 41.6
不明 2 1.1
平均年齢 37.70  SD12.68
平均経験年数 14.77 SD11.76
　保健医療従事者の職種は，薬剤師40人（22.5％），
臨床検査技師40人（22.5％），理学療法士61人（34.3％），
放射線技師32人（18.0％）であった。勤務形態では，
常勤が172人（96.7％）を占めた。開設者分類では，公
的医療機関が111人（62.4％）であった。調査対象者の
医療機関のベッド数は，145 床から 600 床で，平均病
床数は，257.5（±132.2）床であった。また，性別では，
男性102人（57.3％），女性74人（41.6％）で僅かに男性
が多かった。平均年齢は，37.7（±12.7）歳で，資格
取得後の平均経験年数は，14.8（±11.8）年であった。
2．産業看護職の産業看護活動の認知（表 2）
　保健医療従事者の産業看護職による産業看護活動
の認知は，「知っている」22 人（12.4％），「知らない」
155 人（87.1％）であった。また，保健医療従事者
間の有意な差異は認められなかった。
3． 保健医療従事者の健康および業務に関連する問題
（表 2）
　保健医療従事者の健康および業務に関連する問題
について，最も平均値が高いのは，「業務に関して
ストレスを感じたことがある」1.85（± 1.195）であっ
た。次が「職場の人間関係でストレスを感じたこと
がある」1.84（± 1.312）で，続いて「適当な運動
の習慣がない」1.69 （± 1.821） ，「仕事に起因する
腰痛・肩こり・不眠等を経験したことがある」1.63 
（± 1.353）であった。
4． 健康管理に対する考え （表 3）
　健康管理の考えについては，最も平均値が高いの
は，「健康管理は安全衛生管理体制のもとで，産業
看護職を含むチームの活動として行うのが望ましい
と思う」1.84（± 1.074）であった。
　しかし，保健医療従事者間の比較においては，「専
門の看護職（産業看護職）が必要であると思う」1.66
（± 1.013），「自身の健康管理は自分で行えば十分で
あると思う」1.55（± .992）など，どの項目におい
ても有意な差異は認められなかった。
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表 2　 保健医療従事者の健康および業務に関連する
問題 ｎ 178
平均値 SD
1 定期健康診断で異常を指摘されたことがある .89 .892
2 職場で健康相談・保健指導を受けたことがある .21 .516
3 患者等からの暴言・暴力を受けたことがある .74 .816
4 照明や VDT作業で困難を感じたことがある .47 .870
5 交代勤務や時間外労働などで労働負荷を感じたことがある 1.49 1.143
6 自身の周囲の作業環境で困難を感じたことがある 1.20 1.062
7 生活習慣病の指摘を受けた，または治療中である .43 .930
8 仕事に起因する腰痛・肩こり・不眠等を経験したことがある 1.63 1.353
9 針刺し・体液に暴露されたことがある .29 .824
10 業務に関してストレスを感じたことがある 1.85 1.195
11 職場の人間関係でストレスを感じたことがある 1.84 1.312
12 職場環境で困難を感じたことがある 1.39 1.277
13 有害物質を扱うときに保護具を使用しなかったことがある .54 1.228
14 歯周病の治療を受けたことがある .41 1.271
15 感染予防の予防接種を受けたことがない .79 1.610
16
業務を安全かつ健康に遂行する
ための教育・研修を受けたこと
がない
.98 1.630
17 職場で受動喫煙を経験したことがある .58 1.521
18 食生活が不規則である 1.16 1.703
19 適当な運動の習慣がない 1.69 1.821
表 3　健康管理の考えについて　　   n 178
項　目 平均値 SD
1 自身の健康管理は自分で行えば十分であると思う 1.55 .992
2 専門の看護職（産業看護職）が必要であると思う 1.66 1.013
3 医療機関の管理者が行うのがよいと思う 1.40 1.045
4
健康管理は安全衛生管理体制の
もとで，産業看護職を含むチー
ムの活動として行うのが望まし
いと思う
1.84 1.074
5. 産業看護職による産業看護活動への期待（表 4） 
　産業看護職への期待については，平均値 1.95（± 
1.21）であった。平均値が最も高かったものは，「予
防接種への支援」2.35（± 1.26），「ストレス・メン
タルヘルス面での対策」2.31 （ ± 1.19），「職員への
感染対策」2.30（± 1.18），「職場環境・労働環境へ
の情報提供 」2.20（± 1.17）であった。また，平均
値の低かった項目は，「照明・VDT（コンピュータ）
作業などに関する対策」1.30（± 1.16），「受動喫煙
環境への対策」1.41（± 1.32）などであった。
表 4　産業看護職による産業看護活動への期待 ｎ 178
項　目 平均値 SD
1 健康相談・保健指導 1.94 1.182
2 職場環境の改善 2.03 1.107
3 交代制勤務などの作業条件の改善 1.74 1.22
4 照明・VDT( コンピュータ ) 作業などに関する対策 1.3 1.164
5 受動喫煙環境への対策 1.41 1.317
6 労働負荷（過重労働）対策 2.02 1.266
7 有害物質に対する保護具の適切な使用対策 2.06 1.203
8 有害物質，抗生物質等への暴露対策 2.01 1.184
9 ストレス・メンタルヘルス面での対策 2.31 1.193
10 職場環境・労働環境への情報提供 2.2 1.166
11 職員への感染対策 2.3 1.178
12 予防接種への支援 2.35 1.259
13 腰痛予防対策 1.95 1.299
14 口腔保健活動 1.69 1.315
15 健康教育・研修 2.03 1.157
16 健康づくり対策 1.96 1.149
17 保健事業への提案・企画・運営 1.94 1.141
18 安全・健康に関連した委員会活動への参加 2.05 1.372
19 職場巡視 1.79 1.184
6. 健康および業務に関連する問題と産業看護活動
への期待との相関（表 5）
　保健医療従事者の健康および業務に関連する問題
と産業看護活動への期待との相関は，有意な差が複
数の項目でみられた。項目別では，「針刺し・体液
に暴露されたことがある」は，「安全・健康に関連
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した委員会活動への参加」ｒ＝ .567，「職場巡視」
ｒ＝ .566「保健事業への提案・企画・運営」ｒ＝ .562，
等において正の中等度の相関がみられた（p ＜ .05）。
「有害物質を扱うときに保護具を使用しなかったこ
とがある」は，「安全・健康に関連した委員会活動
への参加」ｒ＝ .585，「保健事業への提案・企画・
運営」ｒ＝ .566，「健康教育・研修」ｒ＝ .544,「安全・
健康に関連した委員会活動への参加」ｒ＝ .585 に
おいて正の中等度の相関がみられた。（p ＜ .05），
また，「歯周病の治療を受けたことがある」は，「安
全・健康に関連した委員会活動への参加」ｒ＝ .611，
「職場巡視」ｒ＝ .590，「保健事業への提案・企画・
運営」ｒ＝ .578 において，正の中等度の相数がみ
られた。（p ＜ .05）。さらに「安全・健康に関連し
た委員会活動への参加」ｒ＝ .585 において，正の
中等度の相関がみられた（p ＜ .05）。「職場で受動
喫煙を経験したことがある」は，「職場巡視」ｒ
＝ .638，「安全・健康に関連した委員会活動への参加」
ｒ＝ .633，「保健事業への提案・企画・運営」ｒ＝ .595
で正の中等度の相関がみられた（p ＜ .05）。「適当
な運動の習慣がない」は，「職場巡視」ｒ＝ .528 に
おいて，また，「適当な運動の習慣がない」ｒ＝ .528
で同じく正の中等度の相関がみられた（p ＜ .05）。
7． 保健医療従事者の健康・業務に関連する問題の
職種間の比較（表 6）
　薬剤師，臨床検査技師，放射線技師，理学療法士
の医療従事者間の比較においては，複数の項目で差
異がみられた。
　「交代勤務や時間外労働などで労働負荷を感じた
ことがある」は，放射線技師 1.22（± 1.008），薬剤
師 1.73（± 1.725），臨床検査技師 1.65（± 1.109），
理学療法士 1.03（± .934）で，理学療法士と薬剤師，
臨床検査技師，放射線技師の間で差異がみられた（p
＜ .05）。
　「職場の人間関係でストレスを感じたことがある」
は，薬剤師 2.22（± 1.181），理学療法士 1.38（± .969）
の間で差異があり，臨床検査技師 2.08（± 1.072），
理学療法士 1.38（± .969）の間で差異がみられた（p
＜ .05）。「針刺し・体液に暴露されたことがある」は，
薬剤師 .100（± 1.091），臨床検査技師 .575（± .712）
で差異があり，臨床検査技師と理学療法士 .098
（± .712）において差異がみられた（p ＜ .05）。「職
場環境で困難を感じたことがある」は，薬剤師 1.63
（± 1.17），理学療法士 1.03（± .893）で差異があり，
臨床検査技師は，1.60（± 1.032）で，理学療法士
との間で差異がみられた（p ＜ .05）。「有害物質を
表 5　保健医療従事者の健康および業務に関連する問題と産業看護活動への期待との主な相関 n 178
産業看護職への期待
保健医療従事者の健康および業務に関連する問題
腰痛予防
対策
口腔保健
活動
健康教
育・研修
健康づく
り対策
保健事業への
提案・企画・
運営
安全・健康に関
連した委員会
活動への参加 職場巡視
生活習慣病の指摘を受けた，または治療中である .225** .270** .294** .313** .333** .399** .387**
仕事に起因する腰痛・肩こり・不眠等を経験したことがある .337** .293** .269** .271** .310** .329** .279**
針刺し・体液に暴露されたことがある .384** .436** .501** .549** .562** .567** .566**
業務に関してストレスを感じたことがある .264** .290** .354** .323** .363** .383** .395**
職場の人間関係でストレスを感じたことがある .335** .372** .361** .347** .419** .445** .454**
職場環境で困難を感じたことがある .327** .386** .426** .404** .466** .475** .501**
有害物質を扱うときに保護具を使用しなかったことがある .396** .444** .544** .523** .566** .585** .531**
歯周病の治療を受けたことがある .432** .471** .524** .562** .578** .611** .590**
感染予防の予防接種を受けたことがない .385** .373** .486** .465** .492** .528** .570**
業務を安全かつ健康に遂行するための教育・研修を受けたことがない .366** .403** .470** .455** .483** .518** .559**
職場で受動喫煙を経験したことがある .401** .477** .534** .550** .595** .633** .638**
食生活が不規則である .313** .412** .451** .420** .475** .509** .516**
適当な運動の習慣がない .421** .409** .458** .502** .515** .488** .528**
Pearson の相関係数は  **1% 水準で有意 （両側）, * 5% 水準で有意（両側）　　
高山 直子・久保 幸子
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扱うときに保護具を使用しなかったことがある」は，
薬剤師 .675（± 1.096），理学療法士 1.31（± .386）
で差異があり，臨床検査技師 .83（± .874）で差異
がみられた（p ＜ .05）。
表 6　 保健医療従事者の健康および業務に関連する
問題の職種別の比較 ｎ 173
健康および業務に関連する問題 職種 度数 平均値 SD 多重比較　ｐ値
定期健康診断で異常を
指摘されたことがある
1 薬剤師 40 .98 .947 　
2 臨床検査技師 40 .95 .959 　
3 理学療法士 61 .67 .790 　
4 放射線技師 32 1.06 .948 　
職場で健康相談・保健
指導を受けたことがあ
る
1 薬剤師 40 .225 .4797 　
2 臨床検査技師 40 .075 .2667 　
3 理学療法士 61 .213 .5807 　
4 放射線技師 32 .250 .5680 　
患者等からの暴言・暴
力を受けたことがある
1 薬剤師 40 .525 .7506 　
2 臨床検査技師 40 .600 .8102 　
3 理学療法士 61 .902 .8308 　
4 放射線技師 32 .844 .7666 　
照明や VDT 作業で困
難を感じたことがある
1 薬剤師 40 .500 .9337 　
2 臨床検査技師 40 .425 .5943
3 理学療法士 61 .230 .5596 3<4  .031
4 放射線技師 32 .750 1.0776 　
交代勤務や時間外労働
などで労働負荷を感じ
たことがある
1 薬剤師 40 1.725 1.1091 1>3  .015
2 臨床検査技師 40 1.650 1.1447 2>3  .040
3 理学療法士 61 1.033 .9304 3<4  .004
4 放射線技師 32 1.875 1.1846 　
自身の周囲の作業環境
で困難を感じたことが
ある
1 薬剤師 40 1.425 1.0834 　
2 臨床検査技師 40 1.350 1.0754 　
3 理学療法士 61 .918 .8621 　
4 放射線技師 32 1.219 1.0075 　
生活習慣病の指摘を受
けた，または治療中で
ある
1 薬剤師 40 .425 .7808 　
2 臨床検査技師 40 .550 1.0115 　
3 理学療法士 61 .164 .5532 　
4 放射線技師 32 .594 .8370 　
仕事に起因する腰痛・
肩こり・不眠等を経験
したことがある
1 薬剤師 40 1.675 1.3847 　
2 臨床検査技師 40 1.625 1.2947 　
3 理学療法士 61 1.689 1.2455 　
4 放射線技師 32 1.344 1.2342 　
針刺し・体液に暴露さ
れたことがある
1 薬剤師 40 .100 .3038 1>2  .000
2 臨床検査技師 40 .575 .7121 2>3  .000
3 理学療法士 61 .098 .3514 　
4 放射線技師 32 .281 .4568 　
業務に関してストレス
を感じたことがある
1 薬剤師 40 2.125 1.0905 1>3  .040
2 臨床検査技師 40 1.925 1.0715 　
3 理学療法士 61 1.541 .8281 　
4 放射線技師 32 1.875 1.1570 　
職場の人間関係でスト
レスを感じたことがあ
る
1 薬剤師 40 2.200 1.1810 1>3  .002
2 臨床検査技師 40 2.075 1.0715 2>3  .014
3 理学療法士 61 1.377 .9689 　
4 放射線技師 32 1.781 1.1566 　
職場環境で困難を感じ
たことがある
1 薬剤師 40 1.625 1.1699 1>3  .027
2 臨床検査技師 40 1.600 1.0328 2>3  .038
3 理学療法士 61 1.033 .8938 　
4 放射線技師 32 1.250 .8032 　
有害物質を扱うときに
保護具を使用しなかっ
たことがある
1 薬剤師 40 .675 1.0952 1>3  .005
2 臨床検査技師 40 .825 .8738 2>3  .001
3 理学療法士 61 .131 .3862 　
4 放射線技師 32 .469 .6214 　
歯周病の治療を受けた
ことがある
1 薬剤師 40 .325 .7642 　
2 臨床検査技師 40 .500 .8771 　
3 理学療法士 61 .180 .5630 　
4 放射線技師 32 .438 .9136 　
感染予防の予防接種を
受けたことがない
1 薬剤師 40 .300 .8228 1>2  .014
2 臨床検査技師 40 1.150 1.3877 　
3 理学療法士 61 .705 1.2954 　
4 放射線技師 32 .719 1.1140 　
業務を安全かつ健康に
遂行するための教育・
研修を受けたことがな
い
1 薬剤師 40 .700 1.1591 　
2 臨床検査技師 40 1.275 1.3395 　
3 理学療法士 61 .803 1.0773 　
4 放射線技師 32 .875 1.1288 　
職場で受動喫煙を経験
したことがある
1 薬剤師 40 .625 1.1699 　
2 臨床検査技師 40 .500 .6794 　
3 理学療法士 61 .361 .9135 　
4 放射線技師 32 .500 .6720 　
食生活が不規則である
1 薬剤師 40 .900 1.3166 　
2 臨床検査技師 40 .750 1.0064
3 理学療法士 61 1.311 1.1186
4 放射線技師 32 1.250 1.1072
適当な運動の習慣がな
い
1 薬剤師 40 1.875 1.4176
2 臨床検査技師 40 1.525 1.2808
3 理学療法士 61 1.623 1.1855
4 放射線技師 32 1.281 1.3010
p<.05
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Ⅳ．考察および今後の課題
1．保健医療従事者の産業看護活動の認知
　保健医療従事者の産業看護活動の認知は，12.4％
で１割程度であった。入職 2 年以上 6 年未満の看護
師は，28.5％が知っていると回答している5）。また，
平成 24 年度の実態調査において，産業看護職の医
療機関への配置は専任が 5.6％，兼任が 6.6％で予測
より多いデータが得られたものの，産業看護職の役
割が認知されていない状況であった3）。看護教育で
は，産業看護学の科目がカリキュラムに見られるこ
とが多く，多職種との教育内容に違いがあるのでは
ないかと考えられる。
2．健康・業務に関連する問題
　調査対象の保健医療従事者の平均年齢は，37.7 歳
で，資格取得後の平均経験年数は，14.8 年であり，
中堅として職場に貢献している世代であった。健康・
業務に関連した問題の平均値は，1.05 でそれほど高
くはない。そのうちで，「業務に関してストレスを
感じたことがある」は，抗がん剤曝露の低減につい
て，保健医療従事者においては産業衛生上の重要な
課題である9）。抗がん剤の取扱いに適切な保護具や
作業環境を普及させることは，医療機関のどの職種
にも該当する健康を脅かす業務である。「職場の人
間関係でストレスを感じたことがある」，「仕事に起
因する腰痛・肩こり・不眠等を経験したことがある」
などが上位を占めていたことから，業務や人間関係
にストレスを感じていると考えられる。また，「交
代勤務や時間外労働などで労働負荷を感じたことが
ある」などの労働面に関しても問題に直面している
ことがうかがえる。
　近年，ワーク・ライフ・バランスの考えにより，
働き方の意識の多様化が認められ，それを支援する
働きやすい環境，質向上の支援が提供され，働き方
の選択ができる取り組みが推奨されている10）11）。医
療機関の保健医療従事者は，看護職と同様に働き方
の見直しが求められていると考える。
3．健康管理の考え
　健康管理の考えは，「専門の看護職（産業看護職）
が必要であると思う」や「健康管理は安全衛生管理
体制のもとで，産業看護職を含むチームの活動とし
て行うのが望ましいと思う」などの結果であった。
医療機関において専門性の高い保健医療従事者の健
康管理の意識は，かなり高いことがうかがえる。
4．産業看護活動への期待
　保健医療従事者の産業看護職による産業看護活動
への期待は，「予防接種への支援」や「職員への感
染対策」などがあった。看護専門職として専門性の
高い役割へのニーズや期待があると考えられる。ま
た，仕事や職業生活に関する強いストレスは 59.5％
で，そのストレス内容は，仕事の質，量が 53.8％と
最も多い12）。これらのことからも，保健医療従事者
の産業看護職への期待には，「ストレス・メンタル
ヘルス対策」や「職場環境・労働環境への情報提供」
など，産業看護職による専門的な支援を望んでいる
と考えられる。奥田の健康づくりを生かした職場改
善は医療機関における取り組みのひとつに挙げられ
る13）。
5． 保健医療従事者間の職種による健康・業務に関
連する問題
　調査対象の保健医療従事者は，薬剤師，臨床検査
技師，理学療法士，保健医療従事者であり，それぞ
れの職種には患者に直接密着して仕事をする理学療
法士や「採血業務を行うなどの特性があった。平均
値が低いのは理学療法士で放射線技師が高かった。
　交代勤務や時間外労働などで労働負荷を感じたこ
とがあるについては，理学療法士が最も低く，「照
明や VDT 作業」，「針刺し・体液に暴露」，「有害物
質を扱うときに保護具を使用しなかった」において
は，薬剤師，理学療法士と放射線技師の間には差異
があることが明らかになった。磯野によると，産業
看護職への期待として，「救急時の応急処置」や「疾
病・異常の早期発見予防」が事業所では高いと述べ
ている14）が，医療機関の保健医療従事者のニーズと
高山 直子・久保 幸子
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は異なっている。保健医療従事者の職務の特性を理
解した上で，これらの諸問題に対して産業看護職に
よる適切な産業看護活動の支援が必要であると考え
る。
6.　今後の課題
　保健医療従事者の調査を実施したが，職種の特性
やチーム医療において連携する保健医療従事者との
関連を明らかにすることは今後の課題としたい。
Ⅴ．結論
　保健医療従事者の「産業看護職による産業看護活
動」について認知は 12.4％で低い。　
　保健医療従事者の健康問題は，「業務に関してス
トレスを感じたことがある」，「職場の人間関係でス
トレスを感じたことがある」，「仕事に起因する腰痛・
肩こり・不眠等を経験したことがある」などである。
　産業看護職への期待は，「予防接種への支援」，「ス
トレス・メンタルヘルス対策」，「職員への感染対策」
で，看護専門職として専門性の高い業務である。
利益相反
　著者らは本論文の研究内容について他者との利害
関係を有しない。
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抄 録
　
【目的】
　本研究は，医療機関で働く保健医療従事者である薬剤師，臨床検査技師，理学療法士，放射線技師を対象
に調査し，「健康・業務に関連する問題」，「産業看護職による産業看護活動への認知および期待」を明らか
にした。
【方法】
　調査は，全国 100 床以上の一般病院のうち 50 医療機関を無作為に抽出し，保健医療従事者を対象に自記
式無記名質問紙調査法とした。回答は，9 医療機関，178人から得られた（回収率 91.3％）。データ分析は，
SPSS V20 にて，割合，平均値，標準偏差（SD）を算出し単純集計した。保健医療者間の健康問題の違いは，
分散分析で分析後，多重比較（Tukey 法）を行い，保健医療従事者の健康問題と産業看護活動への期待との
関連は相関分析を行った。
【結果】
　調査対象者は，薬剤師40人（22.5%），臨床検査技師40人（22.5%），理学療法士61人（34.3%），放射線技
師32人（18.0%）で，男性102人（57.3%），女性74人（41.6%）であった。保健医療従事者の「産業看護職によ
る産業看護活動」は，「知っている」22人（12.4％）で認知は低かった。保健医療従事者の健康・業務に関連す
る問題は，「業務に関してストレスを感じたことがある」，「職場の人間関係でストレスを感じたことがある」，
「仕事に起因する腰痛・肩こり・不眠等を経験したことがある」等であった。また，産業看護職の産業活動
への期待は，「予防接種への支援」，「ストレス・メンタルヘルス対策」，「職員への感染対策」であった。
キーワード： 医療機関，保健医療従事者，産業看護職，産業看護活動，期待　
